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研究成果の概要（和文）： 

本研究は仮想市場法（CVM）の問題点を克服する理論の構築と改善を目的に、特に神経科学の知

見を考慮した分析を行った。これまでの CVM などの表明選好法の主要な問題点は仮想性の存在

と incentive compatibility(誘因両立性)の困難性にあった。仮想性は表明選好法に特有な問

題で、これを減らす方法として、調査結果が少なくとも現実社会に影響を与えるようにする、

あるいは表明時点になるべく現実の意思決定に近い状況を設定するなど、様々な試みがなされ

ている。これらは現実的な手法の改善としては有効である。本研究では consequentiality に

着目した。一方 Incentive compatibility は公共財の供給に関しては、不可避の課題である。

しかしこの解決は現在の経済学ではほとんど絶望的である。さらに表明選好においては、表明

額そのものに、ワォームグロー（warm glow）含まれる可能性が高くその同定は、費用便益分析

を実施する観点からは極めて重要な課題である。本研究ではこの点に関して、仮想ではなく、

実支払いを伴う実験を行い、その行動の解明を試みた。その結果は warm glow は存在し、その

動機は対人的な関係性に極めて依存していることが判った。また、これらの人間行動の解明は

社会調査や実験室実験だけでは不可能であり神経科学的な方法論の適用が考えられる。そこで

本研究では社会状況は複雑すぎるので、まず個人的な状況下での、刺激と意思決定の関係を分

析した。その結果は、意思決定がなされる前に、身体状況に反応があらわれ、かつ行動に現わ

れるまえに、神経的な反応が現れることが確認できた。 

研究成果の概要（英文）： 
The purpose of this research is twofold, i.e., to investigate how to improve contingent 
valuation method for environmental and public economics considering warm glow and to 
find basic neuro-scientific findings related such emotional feelings in decision- making. 
Although we found there exists non-rational decision-making in neuroscience, we showed 
that we could estimate such decision-making by introducing an emotional factor, e.g., 
superiority illusion in utility function.   
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１．目的 

本研究は仮想市場法（CVM）の問題点を克服

する理論の構築と改善を目的に、特に神経科

学の知見を考慮した分析を行った。 

２．社会調査と謝礼選択 

仮想市場法（CVM:仮想評価法）等の表明選好

法では、社会調査をもとに評価を行う。そこ

で、社会調査の回答、また、回答に際して被

験者がとる行動に着目し、より正確な社会調

査を行うための留意点を検討した。CVM 研究

では、正確な回答を得る条件の一つとして、

調査結果が被験者の効用水準に影響を与え

ること(consequentiality)の重要性が指摘

されている。加藤・肥田野(2011)では、この

点に関して、調査回答時間に着目した新たな

研究枠組みを提示した。当該研究では、温暖

化対策に関する調査の被験者（大学生および

大学院生）を無作為に 2群に分け、それぞれ

に異なる調査の目的を提示した。第 1群には、

調査結果が国の政策の参考となると伝え、第

２群には教育上の資料とすると伝えた（調査

結果は、実際に関係機関に伝達した）。調査

は会場に被験者を集め、HTML 形式の調査票を

用いて行った。各ページの回答に要した時間

を自動的に計ることにより、回答時間のパネ

ルデータを得た。この結果、第１群において

平均回答時間が延びた。また、各ページの文

字数や質問数などの説明変数と回答時間と

の関係をパネルデータ分析により調べたと

ころ、第１群では、あらかじめ予想された関

係性が見いだされたが、第２群では、そのよ

うな関係性がみられなかった。この結果は、

第１群の方がより真剣な回答がなされたこ

と を 示 唆 し て い る 。 こ の よ う に

consequentiality の内容によって回答者の

行動が変わることが回答時間を用いた分析

により示された。なお、同調査では、地球温

暖化対策に対する支払い意志を二肢選択形

式で尋ねており、この回答分布にも両群の間

で差が生じた。このほか、加藤・中村・肥田

野（2012）では、社会調査の謝礼選択という

実際に財のやりとりがなされる場面を利用

し、選択肢の順序効果について検討した。こ

の結果、謝礼選択用の用紙に書かれた３種類

の謝礼から１つを選択するという簡単な選

択問題においても順序効果が生じた。この効

果の内容は、これまで、順序効果を説明する

有力な理論とされてきた weak satisficing

では説明できず、contrast effect によって

説明可能であることがわかった。 

 これらの知見は極めて重要である、前者は

時 間 と い う 資 源 の 配 分 に 関 し て 、

consequentiality が影響を与えることが実

証された。後者は現実の貨幣的効用が発生す

る状況下において、つまり CVM に比較して真

剣度が高い場合はより類似の代替案の相違

が重要となる。 

３．神経科学からのアプローチ 

神経科学を CVM研究に適用した例はほとんど

ない。それは CVM 自体が極めて複雑な意思決

定であるためでる。そこで、ここではまず、

意思決定と生理的現象の関係を先ず捉える



ことを試みた。 

１）．身体反応メカニズム 

意思決定に際して、人間はしばしば合理性か

ら逸脱し、感情や直観に基づいたいわゆる非

合理的な選択を行う。それは状況が不確実な

場合や、選択肢間の一次元的比較が困難な場

合に顕著である。我々は、そうした感情的意

思決定の背後にある脳と身体反応のメカニ

ズムを検討した。確率学習課題、逆転学習課

題、リスク選択課題、最後通牒ゲーム、職業

選択課題など多様な意思決定課題において

共通して、選択に伴う葛藤が交感神経系活動

などの身体的反応を惹起することが分かっ

た（Ichikawa et al. 2010: Osumi & Ohira, 

2009: Murakami et al. 2009）。さらにそう

した身体的反応は、脳の島皮質や前部帯状皮

質に投射されて表象され、最終的には意思決

定に影響しうることを示した（Nakao et al. 

2012: Ohira et al. 2011: Nakao et al. 2010: 

Ohira et al. 2010: Nakao et al. 2009）。

また、サイコパシー傾向者のように感情反応

が惹起しない、あるいは弱い個人では、感情

的意思決定が誘導されず、いわゆる合理的な

選択がなされやすいことが明らかになった

（Osumi & Ohira, 2012）。こうした知見を、

ダマシオのソマティック・マーカー仮説を基

盤とし、これを理論的に拡張するように考察

した（Ohira, 2010: 大平、2010a, 2010b, 

2010c）。こうした感情的意思決定の機能的・

適応的意義の解明が今後の課題として挙げ

られる。ここで得た知見は、感情的な意思決

定が身体反応をとうして、なされることを示

しており、CVM の改善にあったって、感情面

を考慮することが極めて重要なことを示唆

している。 

2）. 言語刺激 

言語刺激による fMRI 賦活データの認知数理

モデルの構築実験を行った。これは、計算神

経言語学の分野における国際共同研究(カー

ネギーメロン大学・トレント大学)であり、

その成果は、Frontiers in Neuroinformatics

誌に Decoding semantics across fMRI 

sessions with different stimulus 

modalities: a practical MVPA study として

発表し、Science Newsの一面にも掲載された。

http://www.sciencedaily.com/releases/20

12/10/121005134328.htm 2012 年 9 月 24 日

付 日刊工業新聞、9月 28 日付 科学新聞にも

掲載されている。この実験では、言語刺激と

して、日本語の名詞 40 個(哺乳類 20 種、道

具類 20 種、Murphy et al,2009 の日本語版で

ある)を表す「写真」と「名前読み上げ音声」

を同期させたものを利用している。そして、

実験参加者にそれぞれの対象の典型的な属

性・印象を想起させて得られた脳画像データ

を機械学習にかけ、実験参加者が考えている

内容を予測するという解読モデルを構築し

て、80~90%の分類精度を得た。この手法は、

一般に Multivariate Pattern Analysis 

(MVPA)と呼ばれ、一定の刺激に対して脳が応

答するパターンを fMRI データから抽出し、

機械学習により予測モデルを計算してその

精度を評価するものであり、一言で「人間の

心を読む」ことを目標にしている。これが、

神経経済学を始めとする実験経済学に導入

されれば、実験参加者に明示的な返答を要求

しなくても、偽装のない反応を直接的に取得

することができ、この分野が飛躍的に発展す

ることが予想される。その意味でこの研究は

方法論的な基礎を固めると言う点で意義が

あると考えられる。この点は CVM 研究に対し

て示唆的で、言語による回答を要さない表明

選好法の開発につながる可能性がある。 

４．経済実験分析 

本研究は仮想市場法の改善を目的に実支払

いを伴う実験調査を行った。完全にクラウデ



ィングアウトする状況下での環境保全団体

および慈善団体への寄付行動を実験によっ

て確認した結果、fair share の社会的規範と

な る 配 分 額 の 半 額 を 寄 付 す る と い う

Andreoni, Bernheim ((2009) Social image 

and the 50-50 norm, Econometrica)の主張

に対して、他者も寄付することを意識させる

フレーム（社会フレーム）のもとでは、規範

は多様化し、最低寄付額、半額、配分額全額

となる可能性があり、かつ他者より高額を支

払うことによる満足感のために半額を超え

る額を支払う実験参加者の存在が確認され

た（Hidano,Ogiso(2012)）。これは他者を想

定した signalingではなく自己だけに完結す

る self image signal や、自己が他者より 優

れているという感情が効用をもたらすこと

を示唆している。今回の分析では、特に高位

にあるという幻想、superiority illusion の

あるひとが、社会フレームのもとだけに５０

−５０規範を超えて支払っていることが判明

した。つまり superiority illusion は他者

との関係が明確に存在するときに強く現れ

る。 

５。まとめ 

合理性を物質的効用に限定すれば、所謂非合

理的行動も、感情を介しておこることが示さ

れた。しかし、効用関数に superiority 

illusion などの要素を加えれば、決して非合

理といえないだろう。従って、基本的な問い

かけは、いかなる状況下での人間行動や、そ

れを仮想的に導出する仮想市場法を想定す

るかということになる。公共的意思決定に関

しての状況想定の難しさは、その機会そのも

のが限定的で、通常の財の取引経験とは著し

く異なる点にある。一方で公共財を利用する

局面は日常的である。それがない状況の想定

が寧ろ困難と言える。本研究で明らかになっ

た CVM 理論に対する貢献は、ワォームグロー

は実行動でも存在し、感情によりそれは左右

されることである。CVM からこれを除くこと

は原理的に不可能である。従って可能なこと

は現実的な CVM の手法の改善である。税支払

いの場合は本研究の実験の寄付とはことな

り、superiority illusion のある人が多く支

払うことは考えにくい、従って、superiority 

illusion のある人の表明額にワォームグロ

ウがより多く含まれることが考えられる。

CVM 調査表にこれをテストする項目含むこと

は有用である。今後の課題は神経科学の方法

論を活用し、superiority illusion などのバ

イアスが現実の行動と表明選好法で異なる

場合を同定し、これらのバイアスを減少させ

る調査票の設計を具体的に検討することで

ある。 
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